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を満たせば ∫(の∈κ(α)となる ことを示 した。

さ らに,M.A.Nasrお よびM.KAouf(1983年,1985年)が8(α)と κ(α)の位数を複素数

の範囲まで拡張 した複素 位数6の 星型関数 ∫(のか らな る 凶の部分族5δ お よび複素 位数 わ

の凸型関数 ∫(ケ)からなる 夙 の部分族 κbを 定義 した。 すなわち ∫(之)∈舅 は

R・[・+1(2∫'(之)-1∫(
z))]〉 ・(ヨ6≠ ・;・∈U)

で定義 され,∫(の∈κbは

Re[1+1(z∫"(z∫'(z)))1>・(・ δ≠・;・∈U)

で定義され る。
一方 で
,MFeketeお よびGSzeg6(1933年)に よ って ∫(z)が5の 関 数である とき

1α・一μ矧 ≦

3-4μ

・+2・xp(一2μ1一μ)

4μ 一3

(μ≦0)

(0≦ μ≦1)

(μ≧1)

であることが示 された。さらに,こ の ときに導入された}α3一μα引はFekete・Szeg6functiolla1

と呼ばれ,多 くの 減 の部 分族 に対 して その上界が議論 され た。

本論 文では,H.S皿vermanに よる関数族5窒(α)お よび κ(α)に対する係数不 等式の一般化

と,Fekete-Szeg6functionalな らびにそ の一 般化であ るiαπ砺+2一 μ姥+1iの 評価 を中心 に

様々な関数族におけ る係数 問題を研究 した。

第2章 関数族58お よびκbの 諸性質

第2章 では,ノ(2)∈8『 や ノ(z>∈ κ6に ついて様 々な係数不 等式が考察 され る。 すなわ

ち,2.1節 では ∫(の∈舅 また は∫(の∈κbとな るための係数 の十分条件 につい て考 える こと

で,H.Silvemanの 結果 によ り厳密 な意 味を与えた。2.2節 では ル)∈5`お よび ∫(z)∈ κ,,

の係数 に制 限を加 えた必要条 件 と,それ を応用 した被覆定 理 と歪曲定理が考 え られる。2.3

節で はカラテオ ドリー関 数の性質を用いて2.1節 で得 られ た係数不等式 よ りも良い条件が

研究 され る。定理2.3.1お よび定到12.3.2の 系 として,関 数 ∫(2)∈.4が

　

Σ{1η 一1十2δ1十(η 一1)}1α ・1≦21δ1
ハニ2
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ば,定 理4,2.4お よ び 定 理4.2.5で は ∫(ケ)∈ ≦2(α)で あ る な らば

および

1α3一 μα引 ≦

医 妬+・ 一 μα竃+、i≦

2(1一 α){1-2(1一 α)μ}

2(1一 α)

2(レ α){2(1一 α)μ 一1}

4(1一 α)2(1一 μ)(μ ≦0)

4(1一 α)2

4(1一 α)2μ

(μ≦0)

(・≦μ≦1≒)

(μ≧1≒)

(0≦ μ≦1)(η=・2,3,4,…)

(μ≧1)

8(α)⊂9(の(互 ≦ α<・,㎡ 一
3-2α)

であ ることか ら,5串(α)について も任意 の 白然数 ηに対 して,iαπαη+2一μ姥+11の 上 界を 与

える ことが できた。 しか し,3.2節 の結 果 と比較す る と,こ れ らの結果は最 良の結果 でない

ことがわか る。

本研究の成果 は海外 数学雑誌(す べて査読有)に 発表 されているが,上 に述べた論 文要

旨で も分か るよ うに,得 られ た結 果のすべ てが 厳密 とい うわけではない。今後 は これ らの

結果を どの程度 まで精 密に評価 するこ とが出来 るか とい うこ とが,本 研究 の課 題の一つ で

ある。

で ある こ とが求 め られた。4.3節 では関数 族9(α)と π(α)を 一般化 した関数 族 であ る

9π(β1,β2;α)に対 して,4.2節 と同様 に1αnαπ+2一 μ姥+11に ついて考え られた。最後 に,4.4

節で は
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